
  　 　 　 　 　 　 　 　       

1　事業の概要

①　成果目標（H25)

・8020運動普及啓発事業・・・よい歯のコンクールの実施による県民の歯科保健に関する意識の向上

・8020運動推進特別事業・・・8020推進支援研修会：参加者数の増加、在宅重度心身障がい者訪問歯科健診受診者の増加

・歯科医療安全管理体制推進特別事業・・・医療安全講師養成講習会、医療安全研修会による安心・安全な歯科医療の提供

・在宅歯科医療連携室整備事業･･･訪問歯科診療等についての相談や機器の貸出による在宅歯科医療の充実

・長野県歯科保健推進計画事業・・・市町村歯科協議会の開催、要介護者歯科保健調査の実施による実態把握

②　事業内容

　国庫支出金

　県　債

　その他（繰入金）

　一般財源

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

６．国庫返還金 直接 0

Ｈ25 H26
目標

H24末
（実績） 目標 成果 達成状況

区　　分（単位：千円） 23年度 24年度 成果目標の達成状況

項目

H24事業確定に伴う返還金 514 0

4,948 5,787

・医療安全のための講師養成研修会、20郡市歯科医
師会

743 634 1,543

44 1,538

4,221 4,058 4,058

合計 12,919 10,644 13,606

80名

5名 6名 達成

未達成298名 300名 270名

52名 80名

ー

ー

８020達成受賞者

8020支援研修会参加者

在宅障がい者訪問歯科健診

事業番号 05 06 04 事業改善シート （25年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名 歯科保健総合推進対策事業 担
当
課

部局 健康福祉部

　　1保健活動の推進 実施期間 S33 ～

県が関与
する理由

44名 未達成

目指す姿

現状

県関与の必要性あり

県民との協働による実施： 検討中

【左記の説明、根拠法令等】
長野県歯科保健推進条例
国庫補助金の交付主体が都道府県（医療提供体制推進事業費補助金）

課・室 保健・疾病対策課

総合５か年
計画

プロジェクト  ４－１－３　健康づくり・医療充実プロジェクト E-mail hoken-shippei@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開
６－１健康で長生きできる地域づくり

歯科保健の推進により、県民の健康に繋がる口腔の健康づくりを向上することで、健康長寿ながのを目指す。

・80歳で自分の歯を20本以上保っている人の割合は、38.4％である。
・全身疾患と歯周病との関係や、要介護者に対する口腔ケアの重要性など、歯科保健に対するニーズは増している。

２．8020運動推進特別事業
直接
委託

事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H25事業実績
H25 H26

（当初） （決算） （当初）

１．8020運動普及啓発事業 直接
・よい歯のコンクールの実施
・親と子の部　最優秀賞受賞者の国への推薦

475 446 680

５．長野県歯科保健推進計画
事業

直接
・市町村歯科保健担当連絡協議会の開催
・要介護者歯科保健実態調査

1,544

・8020推進支援研修会の開催
・成人期の歯科検診向上のための支援
・専門職種等への歯科保健についての研修会の開催
・在宅重度心身障がい児者の訪問歯科検診の実施
・在宅歯科医療に従事する人材育成の研修会の開催
・歯科保健全体の検討評価のための県民会議の開催
・フッ化物応用を推進するための研修会の開催

5,936

３．歯科医療安全管理体制推
進特別事業

直接
委託

0

11,130 12,919 13,606

0

合計（A) 21,675

４．在宅歯科医療連携室整備
事業

委託
・連携室の運営による県民からの相談対応
・歯科医院への在宅歯科医療機器の貸出し

13,606
6名

25年度 26年度

0 0

当初予算 21,675

補正予算 0 0 514

Aの
財源

11,130 13,433

20回
概　算
人件費

1.00 1.00 1.00 1.00

8,258

20回 20回 20回 達成
18,128 9,668 10,644

歯科医療安全研修会

在宅歯科医療相談件数
8,258

1,186 472 2,533 2,218

□ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 ■ 事業を現行どおり実施

今後、事業
をどのよう
にしていき
たいか

・H26対応状況：H25年度から長野県歯科保健推進計画（現行、信州保健医療総合計画）を達成するための事業が始まっており、H26は
事業を継続しH25の課題等を改善できるよう更に充実した内容を実施。
・H27予算の方向性：H26で実施予定の要介護者実態調査をもとに、施設や在宅での歯科保健医療等の充実を図る。
・H24「県民協働による事業改善」試行事業の対応・検討課題について：２．8020運動推進特別事業のうちH25新規事業の成人期の歯科
検診向上支援(研修会）、在宅歯科医療従事人材育成研修会は予定通り開催した。

目標に対
する成果
の状況

○8020達成受賞者は周知広報活動の成果により達成できた。
○8020支援研修会は参加者の希望に沿う講演内容が開催できず未達成であった。
○在宅障がい者訪問歯科健診は募集の一元化が図れないこと、実施までに時間がかかること等により達成できなかった。
○歯科医療安全研修会は県歯科医師会、郡市歯科医師会の協力の下達成できた。
○在宅歯科医療相談件数は相談窓口の周知広報が定着してきた

 概算事業費（B（A）+C） 26,386 17,926 18,902 21,864
32件 30件 37件 達成 30件

8,258 8,258

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

予
算
額

前年度繰越 0

0 0 675 1,354

0 0 0 0

20,489 10,658 10,225 10,034
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